
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自然豊かな静かな環境で、運動や創作活動に取り組んでいます。長時間の運動が難しい車いすや杖を使用

している方々は、自分のペースで無理のない範囲で参加しています。 

秋晴れの気持ちよい日、あづま運動公園へ出かけてきました。作品展の準備も協力してすすめています。 

 

 

 

 

     福島市笹谷字新町裏 6 番地の 1 024-573-4022                  Ｒ5.10. 9 発行

 社会福祉法人大生福祉会 大生信夫の里 

 
    9/9 模擬選挙体験会 ～自分で決めて、自分で投票～ 

大生信夫の里では、利用者様（ご家族様）に支援の満足度や意見を伺う機会として、5 月にアンケート調

査をさせていただきました。その際、「今後事業所にやって欲しい活動はありますか？」の問いに対し、 

① いろいろな運動  ② 外出活動  ③ 社会ルールの習得や自立生活訓練 を希望する回答がとて 

も多かったので、今回、社会参加に向けた体験会として「模擬選挙体験会」を開催しました。 

開催にあたり、福島市選挙管理委員会、選挙管理委員の方々にご協力いただきました。 

今回、選挙に行ったことがないという若い世代の方や、障がいを理由に選挙を敬遠していたという方が、

「やってみたい！」とたくさん参加してくださいました。その様子をご紹介します。 

 

選挙名を「笹谷市長選挙」とし、3 名の職員が立候補。選挙 10 日前に選挙公報を事業所内に掲示し、誰に

投票しようか皆さんに考えてもらうところから体験会はスタートしました。そして、当日・・・ 

 

会場セッティング        まず、スライドを使って選挙の仕組みや流れを全員で学びました。 

    

無効票になるのはどれ？クイズ   投票所入場券を持っていざ！   名簿を確認・投票用紙を受けとり 

   

  記載所にて記名       介助が必要な方には、庶務係の方が補助してくれるので安心です 
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大生信夫の里 空き状況（10/4 現在） 

✿ グループホーム 男性 0 名・女性 3 名    

 自立体験応援事業 利用できます。       

✿ 就労 B     空きあります。      

✿ 生活介護    空きあります。      

✿ 日中一時    空きあります。       

✿ 放課後等デイ  空きありません。      

「模擬選挙体験会に参加して」 

 選挙の仕組み、投票の仕方を学ぶ選挙体験会にあたり、投票日までに利用者さんが候補者を選ぶための意思決定支援の方法

として、言葉での説明が分かる利用者さんには、「分かりやすい言葉に置き換え伝達」、言葉での説明が難しい利用者さんには

「絵カードを用いる、表情を確認する」など、一人一人にあったやり方を工夫しながら行いました。 

 体験前、利用者さん本人やご家族の中には、選挙はできないと諦めていた方もいましたが、体験後、「やってみようと前向き

になれた。」「今後の社会参加に繋がったようで嬉しかった。」と話されていました。 

 投票には、家族も私たち支援員も立ち会うことはできません。実際の選挙と同じ流れのなか、自分ひとりで投票をする利用

者さんの姿をみて、また一歩、皆さんの「自立」を実感できた体験会でした。  生活介護 生活支援員 主任 大井 千春 

 

 

 

 

 

      33 名が投票しました      自分で選び、自分の手で意思を投じました 

    

 

 

 

 

 

 

箱の中を特別公開 用紙は折って入れても自然に開くそうです  開票・集計    選挙管理者による開票報告 

 

 

 

 

 

 

 

（選挙体験に参加した利用者さんの感想） 

・ 実際の選挙に行ってみようと思った。     ・ 思っていたより簡単だった。 ・ 楽しくできてうれしかった。 

・ 勉強になると思って参加した。できてよかった。 ・ 誰を選んでいいか迷った。  ・ もう 1 回やって自信をつけたい.。 

・ 「字が書けない」と言ったら、係の人が代わりに書いてくれてよかった。（代理投票） ・ 代理投票を知れてよかった。 

 

（お子様の様子を見学された保護者様の感想） 

・ 我が子が投票する姿をみて安心した。今度、一緒に選挙に行ってみようと思った。 

・ 分かりやすく説明して頂いた。普段見れない開票の様子なども知れてよかった。貴重な体験をありがとうございました。 

10/3 全職員で虐待防止研修会 

 ふくしま基幹相談支援センター/ふくしま障がい者虐待防止センター 畠 一眞さん

を講師に迎え、グループホーム・就 B・生活介護・放課後デイに分かれ、日頃の伝え方

や接し方を振り返りながらグループワークを行いました。活発に意見を出し合う様子を

見た講師から「皆さん盛り上がっていますね」という言葉がありました。 

法人内での虐待防止委員会の役割の重要性を改めて認識し、今後も適正な運営に努め

て参りたいと思います。畠さん、お忙しい中、ありがとうございました。 

編集後記：今月は、模擬選挙体験会の様子を中心にお伝えしました。選挙が初めての方

が多かったですが、投票所にはお手伝いしてくださる方（庶務係）がいて、代理投票も

できる事を皆さんに知って頂くことができました。本物の選挙備品と、たくさんの選挙

管理委員の方々にびっくりして、「今日は見てる・・・」「ドキドキするからやらない」

という人もいましたが、一度見た経験も次に繋がると思います。そして、「投票数 33

票すべてが有効票」だったことがとてもよかったです。今回の体験で、一人でも多くの

方が次の選挙に行ってみようと思ってくれたら嬉しいです。ご協力頂きました福島市選

挙管理委員会様、選挙管理委員の皆様、本当にありがとうございました。    木戸 
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ようやく色づき始めました～！ 

10 月下旬から販売の予定です。 

 

 

 

          

 

手入れも 

         忙しくなって 

         きました。 


